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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　まず、テキストの内容に沿って、R と RStudio を使い、ダミー変数を説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　表示2.3.3 のデータを使って、Rで回帰分析を行います。スクリプトファイルは Green2-2-3a.R です。表示の番号は、2章－3節－3番目という意味です。スクリプトは、第2部－2章－3節という意味です。複数ある場合は、a、b、c を付けてあります。
　表示2.3.3 の「元データ」をデータフレーム df0 に付値しました。処理群の group とその観測値 y からなります。この元データの質的変数 group を「ダミー変数１」に変換し、データフレーム df1 に付値しました。同様に、「ダミー変数２」をデータフレーム df2 に付値しました。なお、df0、df1、df2の y は同じですから、ここに示してある df1、df2の表では、 y 列の表示を省略してあります。�　この df0、 df1、 df2 を lm 関数で解析してその結果を比較します。


| = —Z5#0 1 &= fFE > J=[o
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p.100
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Im outl <- 1Im(y ~ dA2 + dA3 + dA4 + dAS5, dfl)

H#

#t Estimate Std. Error t value Pr(>|t])

## (Intercept) 46.000 1.311 35.096 2.89e-14 ***

## dA2 3.000 2.270 1.321 0.209132

## dA3 7.000 2.270 3.083 0.008721 **
dA4 12.000 2.2709 5.286 0.000147 ***
dA5 5.000 2.270 2.202 0.046290 *

Im out2 <- 1Im(y ~ group, dfe,

. list( "contr.treatment"))
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3.000
7.000

12.000
5.000

1.311
2.270
2.270
2.270
2.270
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　表示2.3.4 に表示してある結果を得ました。
　まず、ダミー変数１の場合です。
　上段は、ダミー変数１を使った lm の解で、summary関数の出力の一部です。表示2.3.4 の上段の LINEST 関数の結果と一致しています。
　下段は質的変数 group 列を使った lm の解です。contrasts 引数 で group 変数を「contr.treatment」に設定しています。これはデフォルトの設定なので、通常はこの引数の設定を省略して lm 関数を使います。
　下段の group の推定値は、上段のダミー変数１の推定値と一致しています。つまり、通常の lm 関数では、質的変数をダミー変数１で処理していることがわかります。


\\\ W* A — E/
A= -2 1 =Eo st p-100
® 357<2.3.4 LINEST BaZk oD% # FRR2.3.3.FKR2.3.4 (HZ-ZE# 1 (CL2F7) (p.100)
Im outl <- Im ~ dA2 + dA3 + dA4 + dA5, dfl
2HUT NI 71l e y )
Green2-2-3a.R ## Estimate Std. Error t value Pr(>|t])
FA LU =E% ## (Intercept) 46.000 1.311 35.096 2.89e-14 ***
1 ## dA2 3.000 2.270 1.321 0.209132
m, - summdry ## dA3 7.000 2.270  3.083 0.008721 **
//##fdA4 12.000 2.270 5.286 0.000147 ***
— - ## dAS 5.000 2.270 2.202 0.046290 *
A2 1
Im out2 <- 1Im(y ~ group, dfe,
: sroup Al (% 0 ) » list( "contr.treatment"))
" ##t Estimate Std. Error t value Pr(>|t]|)
\2 Al PO
BFOD Im BDHTI # (Intercept) 46.000 1.311 35.096 2.89e-14 ***
#</<2.3.4 D LINEST BGZXD  ## groupA2 3.000 2.270  1.321 0.209132
o=zl (J:EQ) E—5 H## groupA3 7.000 2.270 3.083 0.008721 **
## groupA4 12.000 2.270 5.286 0.000147 ***
## groupA>5 5.000 2.270 2.202 0.046290 *


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　ダミー変数１は、ある水準を基準としています。この場合は水準 groupA1 を基準としているので、表示されていない groupA1 のパラメータ推定値は 0 です。
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A= -2 Z{ED ZElgoth p.100
® =7~2.3.4 LINEST BI&aonfz # RR2.3.3. FR2.3.4 (- 2(CL28) (p.100)
29T T 1)L iﬂ_out3 <- 1m(y ~ DALl + DA2 + DA3 + DA4, df2)
Green2-2-3a.R it Estimate Std. Error t value Pr(>|t])
A UTZEEK ## (Intercept) 51.4000 0.7864 65.359 < 2e-16 ***
## DAL -5.4000 1.2842 -4.205 0.00103 **
Im, summary ## DA2 -2.4000 1.6371 -1.466 0.16641
## DA3 1.6000 1.6371 ©0.977 0.34623
- — ## DA4 6.6000 1.6371 4.032 0.00142 *x*
CRe 2{?
Im outd <- 1m(y ~ group, dfo,
== — 1list( "contr.sum"))
s AE J o
_ " ## Estimate Std. Error t value Pr(>|t])
<234 D LINEST B2ID 44 (Intercept) 51.4000 0.7864 65.359 < 2e-16 ***
=B (FER) &—E ## groupl -5.4000 1.2842 -4.205 ©0.00103 **
IMP DYF) (3ER1.2.3. pad) H group2 -2.4000 1.6371 -1.466 0.16641
N ## group3 1.6000 1.6371 ©.977 ©.34623
E—EK ## group4 6.6000 1.6371 4.032 0.00142 **


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　次に、ダミー変数２の場合です。
　上段は、ダミー変数２を使った lm の解で、summary関数の出力の一部です。テキストの表示2.3.4 の下段の LINEST 関数の結果と一致しています。
　下段は質的変数 group 列を使った lm の解です。contrasts 引数 でgroup 変数を「contr.sum」に設定しています。これはデフォルトではないので、省略はできません。
　下段の group の推定値は、上段のダミー変数２の推定値と一致しています。また、表示1.2.3 の JMP の結果とも一致しています。つまり、JMP では、質的変数をダミー変数２で処理していることがわかります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　ダミー変数２では、すべての水準の効果の和がゼロになる制約条件を設定します。つまり、それぞれの水準のパラメータ推定値の和 は　group1 + group2 +・・・+ group5 = 0 になります。したがって、表示されていない group5 の値は－0.4 になります。
 詳細は、テキスト、スクリプトファィル、テキストを解説したPDFファイルを参照してください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　ここから、テキストを離れて、R の contrasts の設定を補足します。R でのダミー変数の細かな設定に関することですから、必要な場合に見てください。


R (CH T Dcontrasts DIEFE L ENTE

® contrasts (DIEXH
contrasts DERE CENEF (HFTUHILEF) DUIRSEZRTE
contrasts OOFE%E
"contr.treatment” "contr.sum” "contr.poly” "conr.SAS" "contr.helmert"
"contr.treatment" : FANCHITDHF=Z—ZEH1 (0,1) NALSND. ROFTIAI K
"contr.sum"  TFEANCPBITDI=Z—EE2 (-1,0,1) NELSNS

® contrasts DX TE
(1) ZE1T79 DEENDBIENTELTE (contransts EWLND5|E = FIA)
T DREEDEITIRFICH T, XE UTZ contrasts BNAAWLSND
(2) T —FTL—LD—EBE UT contrasts ZE%IE (contrasts Bz FIF)
=3I L —LMMEEDETILTHUOH ENBIZUIC. &E UJE contransts BNEALVSN D
() —EDIEE (tw=3>) TIRE (options BEZ=FIRA)
contrasts DEXENFE T DI N TDREEC. FRTE UTZ conttrasts BNRIRT D
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　contrasts の設定により、質的因子（カテゴリカル因子）の処理方法が変わります。
　R の contrasts の種類には、"contr.treatment"  "contr.sum"  "contr.poly"  "contr.SAS"  "contr.helmert"　があります。
　このうち、質的因子を"contr.treatment"に設定すると、テキストで説明されているダミー変数１が用いられます。R のデフォルトです。�　次に、質的因子を"contr.sum"に設定すると、テキストで説明されているダミー変数２が用いられます。
　contrasts の設定方法には３つあります。(1) 関数の中の contrasts という引数で設定した場合は、その関数の実行時のみに設定した contrasts が用いられます。(2) contrasts 関数を使ってデータフレームの一部として contrasts を設定する場合、そのデータフレームが任意のモデルで呼び出されるたびに、設定した contransts が用いられます。(3) セッションでoptions 関数を用いて設定すると、設定後、contrasts の設定が影響する全ての関数に反映されます。


R (CH | FDcontrasts DEZTE 75

OR (CPB|FD contrasts DERTE : contrtreatment (I AJL )

XV T NI 7A)L : Green2-3-3b.R
733%  Im BAIC KB ENGEDZT T A )L b TETT (contrasts (& contr.treatment (C3%7E)

df <- read_excel("Green2-2.x1lsx", "original")

df <- data.frame(df) _ .
\/L Excelp5D
df siHAS

HH# y group
w1 a3 AL BRRET
## 2 45 Al

H# 17 48 A5
mEeR S wvncas| I KdEofiE )
df$group <- factor(df$group, c("A1", "A2", "A3", "A4", "A5"))

Im outl <- 1Im(y ~ group, df)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　contrasts の設定方法を、lm 関数を使った回帰分析で説明します。スクリプトファイルは、Green2-3-3b.R です。
　Excelシート「original」からデータを読み込み、オブジェクト df にデータフレームとして付値しました。
　df は、y 列と group 列からなります。この group が質的因子で、水準の種類は「A1, A2, A3, A4, A5」です。
　factor 関数で group を質的因子に設定し、levels 引数で水準の位置を設定します。これを lm 関数で回帰分析するには、lm 関数に「y ~ group」という式を渡します。
　この通常の方法では、contr.treatment が デフォルトの contrasts の設定になっています。


R (CH | FDcontrasts DEZTE 75

OR (CPB|FD contrasts DERTE : contrtreatment (I AJL )

XV T NI 7A)L : Green2-3-3b.R

% T IJAILBT. Im BT KBENFEDFZ THEIT (contrasts (& contrtreatment (CE%TE)

df$group <- factor(df$group,

Im outl <- 1m(y ~ group, df)

| contrast 0@
contrasts(df$group)

#t

A2 A3 A4 A5

## Al

%)

%)

%)

%)

H# A2
H# A3
H# A4
## A5

1
%)
%)
%)

OO0 Fro0

OrRr o0

C(IlAlll, llA2ll-’ IIA3II, IIA4II, IIASII))

L
SESAMKEE

P OO

1 AI-EEH

)

ﬁﬂ)mﬁ ]
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　処理後、データフレーム df の group の contrasts を、contrasts 関数で表示させると、ダミー変数１に設定されていることがわかります。基準となる全て 0 の水準はA1になっています。これは、factor 関数の levels 引数 で先頭に位置させた水準に対応しています。


R (CH | FDcontrasts DEZTE 75

OR (CH|FD contrasts DELIE : contr.sum (1)

XV T NI 7A)L : Green2-3-3b.R

JF37E% 1 contrasts & contr.sum ([CEE U T, Im BAFIC KB EEDITZET
Im BEZXD contrasts 5IZXCTEETE (D Im BEERDELT

# (1)

df$group <- factor(df$group, levels =
Im outl <- 1m(y ~ group, df,

| contrsumB|#1 |~

list(

BFDF)
c("AL", "A2",

"contr.sum"))

contrasts(df$group) —= contrast D |

Hit

H# Al
HH# A2
H# A3
H# A4
## A5

%)

OO0 o0 R

%)

OO0 Fro0o

%)

OrRrOoOoO0

A2 A3 A4 A5

%)

P OO O

—(_Jz-ZE1

]

llA3 n

J

"A4", "A5"))
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　次に、質的因子の contrasts を contr.sum に設定して lm 関数で回帰分析します。つまり、質的因子をダミー変数２で処理します。
　３つの方法を紹介します。
　まずは (1) です。lm 関数の引数に、「contrasts」があります。ここに、リストの形で、質的因子 group に "contr.sum" を設定します。これで lm 関数を実行すると、ダミー変数２で処理されます。
　ところが、　lm 関数を実行した後、contrasts 関数で group の contrasts の設定を表示すると、(0, 1) からなるダミー変数１であることがわかります。つまり、デフォルトの　"contr.treatment" になっています。
　したがって、この設定方法で、group を "contr.sum" に設定した場合、この設定はこの lm 関数の実行の時だけ有効ということになります。データフレームの group の設定に変化はありません。


R (CH | FDcontrasts DEZTE 75

OR (CH|TD contrasts MELIE : contr.sum (2)
AOIUT ST 7A)L : Green2-3-3b.R
737 : contrasts % contr.sum (CEXE U C. Im BEIC KB EEDHhZET
contrasts BIZXCXE (dfl D EEICHONNEETNDTZCNT. contr.sum CTUIEETND )

# (2)

[ df DE— }dfl <- df %contr.sum (ZE&"E]
contrasts(dfl$group) <- contr.sum
Im out2 <- 1Im(y ~ group, dfl)

contrasts(dfl$group) ——— contrast DFKx |

## [,1] [,2] [,3] [,4]

# Al 1 © o o S

A2 © 1 o o RV
0

# A3 © o 1
# M © © o 1
48 A5 <1 -1 -1 -1 SO



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　質的因子の contrasts を contr.sum に設定する　(2) の方法です。
　データフレーム df のコピーを df1 として、新規に作成します。
　新しい df1 の group を contrasts 関数で "contr.sum" に設定します。この df1 を使って lm 関数を実行すると、ダミー変数２で処理されます。
　lm 関数を実行した後、contrasts 関数で df1 の group の contrasts の設定を表示すると、(－1, 0, 1) からなるダミー変数２であることがわかります。
　つまり、この設定方法で、df1 の group を "contr.sum" に設定すると、その後、ずっとこの contrasts が データフレーム df1 に残っています。したがって、この df1 が関数に呼び出されるたびに、contr.sum で処理されます。 
　なお、基準（ベースライン）となるすべて －１ の水準は、末尾に位置しています。



R (CH VT Bcontrasts DETE L

OR (CH|TD contrasts DELIE : contr.sum (3)
AOIUT ~T7A)L : Green2-3-3b.R
7375 . contrasts % contr.sum (CeXE U C. Im BEEC KB OENFEFDHTZ3ELIT. options BEZN CTETE
options(contrasts = c(IEFDIRXVERZZDLIE, IEFDdr 2 B ZEZIDENIE))

options &EBID contrasts (FIAIK) )
options(“contrasts™)
[iﬁ#j{@gﬁ‘m% # (3) ## $contrasts
— R . ) - ## unordered ordered
constr_def <- options(“contrasts™) ##"contr.treatment" "contr.poly" /
S options c("contr.sum","contr.sum"
ERDRIEZ P ( ( ) __
TEIS optlpns FXEZD contrasts N
options(“contrasts")
Im_out3 <- 1lm(y ~ group, df) ## $contrasts
summary(1m out3) ## unordered ordered
##"contr.sum” "contr.sum" J
JLlCEREY options( constr _def$contrasts)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
  (3) は、セッション全体で、 contrasts を変更する方法です。
　options 関数で変更します。書式は、options(contrasts = c(順序のない質的変数の設定, 順序のある質的変数の設定)) です。1つ目のオレンジと、2つ目のブルーの、2つの設定を行います。
　下のスクリプトの１行目で、現在の contrasts をcontr_def オブジェクトに一時退避させます。上の吹き出しの中に示したようにこの場所でoptions("contrasts") と入力すると、現在の contrasts が表示されます。通常、デフォルトの状態で、オレンジの順序のない質的変数 (unordered)の設定は "contr.treatment"、ブルーの順序のある質的変数 (ordered)は"contr.poly" です。
　これを options 関数で、いずれも "contr.sum" に変更します。ただし、私は、"contr.poly"から"contr.sum"に変更する効果について、よく理解していません。ここでは、順序のない質的変数 group に関する contrasts の設定なので、影響はないと思います。
　設定した後、下の吹き出しの中に示したように、この場所で options で確認すると、２つとも "contr.sum" に変更されているのが確認できます。
　この後、lm 関数の実行など、一連の操作をすると、contr.sum で処理されます。
　最後に、options(contrasts = constr_def$contrasts)　で、contrasts の設定を元の状態に戻します。システム全体を変更していますから、他の関数にどのような影響があるかわかりません。早めに戻しておいたほうが無難です。つまり、オレンジの両矢印の間に記述したスクリプトで、contrasts の影響がある関数に対して contr.sum の設定が有効です。


R (CHFDBcontrasts D%

2 IKEEDZEH
4 IKEEDEH

A= —BHOEE (R—RXS5A2) (CTDKEDRDF

r——

A
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　R におけるcontrasts の設定を２水準の事例と４水準の事例で説明します。
　特に、ダミー変数の基準、すなわち「ベースライン」にする水準の決め方を説明します。


|

R (CH VT Dcontrasts D% T

2 IKAED A

Jhnl

® contrasts DX TE
AOIUT KT 7A)L : Green2-3-3c.R
by
factor BZN CHKRIFEL (CEZXE
levels 5| EU CI/KEEDLE 7 5% TE

contrasts BAZN T
contrasts (DIEXBZ 5% TE
IRTED contrasts &R~

) = —ZZ8 1 ORI FCTEDKHEE
(0)

| = —Z280 2 DEAE(IKREDKAE
(-1)

Vtz <- C("gln, "g2", ng1||, ||g1||, ||g2||) _ .
R ‘ SCEADKEE |

# -1 BE  "g1

ft1 <- factor(vt2, levels = c("g1", "g2"))

# contrasts(ftl) <- contr.treatment

contrasts(ftl) # IRTED contrasts %ﬁ?{

H# g2 _ i
#it (g1 0 1 SLBAMIKAE |

FIAI B
BROTAE

|

# g2 1
N s KEDKHEE
# A2 . BE . "g2

ft2 <- factor(vt2, levels
contrasts(ft2) <- contr.sum
contrasts(ft2)

#it 1
## gl 1

#(g2 -1 L REEOKIE |

c("gl", "g2"))
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　スクリプトファイルは、Green2-3-3c.R です。
　vt2 は２水準からなるデータです。"g1"が３、"g2"が２からなるベクトルです。２水準なので vt2 にしてあります。
　vt2 は文字型のベクトルですから、factor 関数で因子型に変換します。このときに、levels 引数で、水準の位置を決めます。ここでは、"g1、g2"の位置になっています。
　contrasts 関数は、質的因子の contrasts の設定と、現在の contrasts の表示の両方の機能があります。
　contrasts 関数で、因子型の ft1 を "contr.treatment" 、つまり　ダミー変数１で処理するように設定します。これはデフォルトですから、contrasts 関数による設定は、省略できます。
　contrasts 関数で ft1 の contrasts を表示します。オレンジ枠のように、"g1"がゼロ、"g2"が１になっています。levels 引数で設定した位置の先頭にある水準が、自動的に基準ゼロの水準になります。 
　


|

R (CH VT Dcontrasts D% T

2 IKAED A

Jhnl

® contrasts DX TE
AOIUT KT 7A)L : Green2-3-3c.R
by
factor BZN CHKRIFEL (CEZXE
levels 5| EU CI/KEEDLE 7 5% TE

contrasts BAZN T
contrasts (DIEXBZ 5% TE
IRTED contrasts &R~

) = —ZZ8 1 OEHE(IFEERDKHEE
(0)

| = —Z2H 2 DEAE(IFRREBDKAE
(-1)

Vtz <- C("gln, "g2", ng1||, ||g1||, ||g2||) _ _
R ‘ SCEEDKE |

# -1 BE  "g1

ft1 <- factor(vt2, levels = c("g1", "g2"))

# contrasts(ftl) <- contr.treatment =94k
contrasts(ftl) # IRTED contrasts ZFR'~
contreststTy ﬁ HODTKE}
8 = 3

## (g1 0 % SFTEEMDIKAE ]
## g2 1

. : REDIKAE
# N2 . BE : "g2

ft2 <- factor(vt2, levels
contrasts(ft2) <- contr.sum
contrasts(ft2)

#it 1
## gl 1

##(g2 -1 L REOKAE |

c("gl", "g2"))
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　一方、その下の contrasts 関数で、因子型の ft1 を "contr.sum" に設定します。
　設定後、contrasts 関数で ft2 のcontrasts を表示すると、ブルー枠のように、"g2"が－１"、g1"が１になっています。levels 引数で設定した位置の末尾にある水準が、自動的に基準－１の水準になります。 
　


R (CH|FTBcontrasts DELTE : 4 IKAED

=451

Jlnl

® contr.treatment DS TE
ROVTIT7A)
Green2-3-3c.R
)iy
factor BZN CHRIFEL (CEZTE
levels 51 ZX C/KEDEZ
EXIE
contrasts BEZ{ T
contrasts ODFEFE7% 5% 1E

IRTED contrasts 3"~

| = —ZH 1 ORI
SESAMDIKHE

vtd <- c("gl", "g3", "g3", "g4", "g2", "g2", "g4", "gl")

# %ﬁ : ngln
ft3 <- factor(vt4,
contrasts(ft3)

HH g2 g3 g4

c("gl”, "g2", "g3", "gd"))

##(gl 0 o o SSEEDIKAEE |
# g2 1 0 0
## g3 0 1 0
## g4 0 0 1

# BAE . "g2"((EE
ft4 <- factor(vt4,
contrasts(ft4)

H# g3 g4 gl

c("g2", "g3", "gd", "gl"))

##(g2 0 0 o FEEBMIKIE |
## g3 1 © ©O
# gl 0 1 0
# gl © 0 1
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　次に４水準の事例で、contrasts の設定方法を説明します。まず、contr.treatment を設定する場合です。
　vt4 は質的因子で、４水準からなるデータです。"g1"～"g4"が２つずつあります。４水準なので vt4 としています。
　vt4 は文字型のベクトルなので、factor 関数で因子型に変換します。このときに、levels 引数で、水準の位置を決めます。ここでは、"g1"、"g2"、"g3"、"g4"の並びになっています。
　ft3 を "contr.treatment" として処理するように設定しますが、デフォルトなので contrasts 関数の設定を省略しています。
　contrasts 関数で ft3 の contrasts の設定を表示すると、オレンジ枠のように、"g1"がすべてゼロになっています。levels 引数で設定した位置の先頭にある水準が、自動的に基準の水準になります。
 　下段の ft4 の場合、levels 引数で、"g2"を先頭に移動してあるため、contrasts関数で ft4 の contrasts を表示させるとブルー枠のように、"g2" が先頭になり、すべてゼロになっています。
　このようにして、ダミー変数の基準、すなよちベースラインになる水準を変えることができます。　


R (CH|FTBcontrasts DELTE : 4 IKAED

Jlnl

® contr.treatment DS TE

ROVTIT7A)
Green2-3-3c.R

)iy
factor BZN CHRIFEL (CEZTE

levels 51 ZX C/KEDEZ
5 TE

contr.treatment BEZID

base 5|ZXC KD,
HAE (CIRBKEZETE

relevel BEEXD ref 512U LD,
B (IR B IKEHERTE

=
# B g2 ((EE
_F.t5 <_ 'FaCtOP(Vt4, C("gln_, ||gzn, llg3ll, ||g4||))
contrasts(ft5) <- contr.treatment(4, 2)
contrasts(ft5)

#1334 2 ZEDKEE |

# gl 10 0

##(g2 0 0 0 7| 2 EBEDKHE )
H# g3 01 0

## g4 0 0 1

2 ZHEOKAEE |
# BIAE : "g2"(CEE

_F.t6 <_ 'FaCtOI"(V't4, C(nglnJ ngzu, ||g3||, ||g4||))

ft6 <- relevel(ft6, Q\

contrasts(ft6) [ > EEDKE ]

H#it gl g3 g4

## /g2 ©0 0 0
# g1 1 © ©
H# g3 ©0 1 ©O
## g4 0 0 1
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　引き続き、４水準の事例で、contr.treatment の場合です。
　上段の因子型の ft5の場合、levels 引数での設定で、先頭の水準は"g1"です。この基準を "g1" ではなく "g2" に変更したい場合、base という引数を使い、contr.treatment 関数に「4, base=2」と設定することができます。
　contrasts 関数で ft5 の contrasts を表示すると、オレンジ枠のように、２番目の"g2"がすべてゼロになっています。
　なお、これとは別の引数の渡し方として、4 の代わりに水準のベクトルを渡し、base = "g2"とすることもできます。
 　下段の ft6 の場合、relevel 関数で、引数を使って、 ref = 2 と設定します。 contrasts関数で ft6 のダミー変数の設定を表示させると、ブルー枠のように、"g2" が先頭に移動して、すべてゼロになっています。
　以上のように、contr.treatment の場合、基準になる水準は、factor 関数の levels 引数で先頭に位置する水準になります。この基準となる水準を contr.treatment関数の引数 base と relevel 関数の引数 ref で変更することができます。　


R (CH|FTBcontrasts DELTE : 4 IKAED

=451

Jlnl

® contr.sum DFYTE

ROVTIT7A)
Green2-3-3c.R

)iy
factor BZN CHRIFEL (CEZTE

levels 5|2 CI/KEDEZ
EXTE

conrasts BEZX C.

5= ERERR

A= -2 DEEE(T
REDIKHAE

# B4 "ga”

ft6 <- factor(vt4,
contrasts(ft6) <- contr.sum
contrasts(ft6)

HH 1 2 3

## gl
#it g2
## g3
#i#t (g4 -

RO O® K
RO RO
RPIRPO®O

— REDKHE |
# B g B E

ft7 <- factor(vt4,
contrasts(ft7) <- contr.sum
contrasts(ft7)

HH 1 2 3

## g1 1 0 ©

## g3 0 1 ©

## g4 0 0 1

##g2 -1 -1 -1

— REDKHE |

C(llglll, llg2l|, llg3l|, llg4ll))

REDIKHAE

C(llglll, llg3ll, llg4ll) llgzll))

REDKAE
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　次に４水準の事例で、contr.sum の場合です。
　文字型のオブジェクト vt4 を factor 関数で因子型の ft6 に変換します。このときに、levels 引数で、水準の位置を決めます。ここでは、"g1"、"g2"、"g3"、"g4"の並びになっています。
　上段の因子型の ft6 を "contr.sum" に設定することにより、ダミー変数２で処理されます。contrasts 関数で ft6 のダミー変数の設定を表示すると、オレンジ枠のように、"g4"がすべて－１になっています。levels 引数で設定した位置の末尾にある水準が、自動的に基準の水準になります。
　下段の ft7 の場合、levels 引数で、"g2"を末尾に位置させた場合、contrasts関数で表示させると、ブルー枠で示したように、"g2" が末尾になり、すべて－１になっています。　


R (CH (T Dcontrasts DELTE : 4 IKAE

=451

® contr.sum DiE%TE
AT 8T 7A)L : Green2-3-3c.R
7k

factor BAZN CRRIFBL(CERTE. levels 5| EZNC/KEDMEZ L TE
) Z. base 5|EUTTE

> I o-k ]
# %ﬁ : ngzn(:gg
ft8 <- factor(vt4, levels = c("gi", "g2", "g3", "g4"))
contrasts(ft8) <- memisc::contr.sum(4, base = 2)

memisc::contr.sum BEENC. BE(CIRBKE (-1

library("memisc'

contrasts(ft8)

HH# 1 3 4
#H# g1 1 © ©

#H g2 -1 -1

-1 7
## g3 © 1 0
## g4 0 0 1

— 2 EZEOKAE |

| 2 BEOKE
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　contr.sum の場合の基準となる水準を別の方法で設定することができます。
　memisc パッケージの contr.sum 関数を使います。標準で使える contr.sum と同じ名前ですので、memisc::contr.sum として表示してあります。基本的な機能も標準の contr.sum と同じで、さらに基準になる水準を設定する引数が追加されています。この引数 base を使い、「4, base = 2」 とすることにより、－１になる水準を２番目の水準、すなわち "g2" に変えることができます。
　なお、標準で使える contr.sum には、base 引数がなく、このような機能はありません。
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